






１. クローズドなコミュニティ

２. オープンパブリック

３. ターゲットを絞ったプロジェクト

あらゆる場所に音楽をお届けしています。

「 普段着で気軽に聴けるクラシック」

プロの
演奏家

本格的な
クラシック トーク付きで

進行

いつでも・どこでも

クラシックライブ開催実績
（ 2021年 6月現在）

ライブ主催者（ アレンジャー）258個人・団体
参加者：延べ人数100,000人を超える室内であれば、どんな場所でも開催できます！

街を行き交う人々や、そこで働く人たちが、想い想いに足を止め、心が通い合う場をつくりたい。

そんな、あたたかな社会を目指しています。

▲ スポーツクラブ ▲ オフィス ▲ 保育園

▲ 酒蔵 ▲ 学習塾 ▲ 介護施設

▲ 駅のコンコース ▲ショッピングモール キッズコーナー ▲ お寺

人

人

151 回 6 6 4 7開催

256 回 1 1 7 2 0開催

2015

2016

人299 回 1 4 9 9 0開催
2017

人432 回 2 2 2 5 1開催

2018

人449 回 2 5 8 9 2開催

2019

赤ちゃんからお年寄りまで、あらゆる人の日常に、音楽の感動を届けたい。

ホテルのロビー、商店街、駅ナカ、ショッピングモール、高齢者施設、学習

塾、お寺、カフェ、古民家など…。ピアノがないところには電子ピアノを持ち

込み、行く先々をライブ会場にしてきました。





＊クラシックの生の演奏がもたらす普遍的な感動は、デジタル化の進む社会だからこそ必要

＊クラシックが日常にあれば、心も豊かに、また感動の共有を通じて人がつながる場にもなるはず

なぜ、この活動を始めたのか

コミュニティの弱体化と個人の孤立化
1990年代 ロンドンから見た日本の変容

日本人そのものが変わったわけではない・・
物理的な人と人のつながりを回復したいという気持ちは強い

＊ご近所付き合いの減少、終身雇用の崩壊、ゼロ成長・縮小均衡、ネットの普及・・・・・
＊生きづらい、生活が楽しくない社会は生産性が上がらず、革新も生まれにくい

＊オリンピック、サッカー・ラグビーワールドカップ、WBC など

人と人が出会い、感動を共有して
繋がれる場づくりをしなければならないとの思い
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